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受付 
令和６年５月 23 日 

午前 10 時 00 分 

 
一  般  質  問  通  告  書 

 
令和 6 年 5 月 23 日 

 
高山村議会議長 西原 澄夫 様 
 

高山村議会議員  湯本辰雄            
質 問 事 項 質問の趣旨 

1、食料、農業、農村

基本法について 

 

 

 

1961 年に制定された「農業基本法（旧法）」では、農業は他産業と比べ

自然的、社会的、経済的不利があり、その格差を埋めるのは国の責任と、明

確に規定し、それが政府買い入れ米価の根拠となっていました。ところが

1998 年施行の「食料、農業、農村基本法」により、農産物価格は市場原理に委ね

られ、米価の下落を野放しにしました。その後、大規模経営中心の農政を進

め、家族農業は後景に追いやられ、農業従事者は激減し日本の食料自給率も

低下しました。 6 月 23 日までの今通常国会で「食料、農業、農村基本法律の一

部改正案」が審議されています。政府は成立を目指していますが、食料自給率の

向上は明言しませんし、輸入自由化路線は継続のままです。また、本村農業の担

い手である「家族農業経営」への支援策は不十分の内容となっています。 

  本村では、ぶどう農家には一定の収入はありますが、田畑の立地などによりそ

の他の作物での農業収入の確保は厳しい面があります。本村の農家数は平成 7

年 857 戸、平成 22 年７９９戸、令和２年４４３戸と減少しています。農村の疲弊は地

域の衰退を招くものと考え質問します。 

 
質問要旨と質問 

１，家族経営を中心とする本村農業や、食料自給率の低下を正さない「食料、農

業、農村基本法の一部改正案」について、村長の見解を問います。 

2，今後の本村農業の重点施策を問います。 

 

質 問 事 項 質問の趣旨 
2、防災避難所につい

て 

 

大地震や大水害に遭遇した場合、長期間の避難生活が想定されます。避難

所では食事、上下水関連、女性・こども・高齢者・障がい者等の問題、プラ

イバシー保護、など様々な課題があります。 
 そこで、避難所での環境整備等について、4 月の台湾での大地震後の避難

所の様子が報道されましたが、被災後早期にプライバシー保護のテントによ

る避難所が映されました。本村の防災計画を問います。 

質問要旨と質問 

１，避難所において、プライバシーに配慮した場合、各所ごとの収容者数。 

２，プライバシー保護のための資材の確保。 

３，空調などの環境整備の状況。 

４，ガソリン等の燃料確保策。 

５，高齢者、障がい者、子どもに関する対策。 

６，避難所に入らない住民への対策 
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